
フォト・ドキュメンタリー　
「ＮＩＰＰＯＮ」２００６

選考会＆座談会レポート 
                             
いよいよ最終回を迎えたフォト・ドキュメンタリー「ＮＩＰＰ
ＯＮ」２００６。３月２３日に募集が締め切られ、早速選考会が
行われました。今回は、まず１５名に絞り、一週間後に再度集まっ
て最終的に５人を選びました。選考会終了後の座談会の模様を
レポートします。

■日時　２００６年４月５日（水）

■会場　リクルートＧ７ビル　Ｂ１会議室 

■審査員　５０音順・敬称略

　小林キユウ（写真家）　　
　土田ヒロミ（写真家）　
　鳥原学（写真研究者）　
　元田敬三（写真家）

　大迫修三（ガーディアン・ガーデン　ディレクター）　
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●風土を引き受けていく決意

奥山淳志「Ｃｏｕｎｔｒｙ Ｓｏｎｇｓ　ここで生きている」

■司会：選考会、お疲れさまでした。それでは今回の選んで

いただいた５人についてお話を伺えればと思います。まず、

奥山淳志さんの作品です。岩手県に移住して写真を撮って

いらっしゃいます。

■土田：この写真を見ていると、都市の人間が田舎の農村

に入っていって自然と戯れている喜びみたいなものが見え

てくる。住む場所として岩手を選んで、自然と人間との関

係を考えようとしている、そんな表現者の視点を感じます。

田舎＝土俗という単なるフォークなものとは違い、田舎が

都市化されていく現実が写っていて面白いと思います。

■小林：都市を離れて地方で暮らし始めるということに、

挫折と希望みたいなものが垣間見られる。フリーのカメラ

マンだそうですが、地方で写真行為をしていくことは、東

京でやるより数倍の努力が

必要。その部分で、ここで生

きるという決意めいたとこ

ろがある。希望がある。写真

を通してこの土地ともっと

深く結びつきたいというの

が気持ちいい。

■ 元 田：僕 は 田 舎 っ て 撮 っ

たことないんですけど、この写真は言葉で説明しなくても

いいくらい写真が良い。風景も人もカメラを通してちゃん

と向かい合って、真正面からストレートに撮っている。一

回目に見たときは全然そう思わなかったけど、なぜかだん

だんいいなと思える写真かな。

■大迫：たしかに時間がたって良く見えてきました。それ

と応募用紙のテキストを読んでから見るのと、何も知らな

いで見るのとでは印象は違いますね。

■土田：特に写真というものは、テキストやタイトル次第

で写真とテキストの両方が活性化するメディアだと思いま

す。この作品には、高齢化して人もいなくなってきた田舎

町に、外から若い人間が移住して撮っているものですけど、

そういう意味で地方と都市の新しい関わり方の一つの典型

があると思う。

■鳥原：８年間写真を撮っていて、このおじいさん達の存

在が写真を撮るひとつのモチベーションとなっている、と

応募用紙に書いてある。都市化の中でみんなが不安に思っ

ているのは、これまで育まれてきた風土や歴史が断絶して

しまうこと。そんな中で風土を引き受けていこうとする決

意みたいなもの、それは派手ではなくて、ゆるやかに見え

てきますね。

●“不明”性の魅力

鷲尾和彦「極東ホテル」

■司会：次は、山谷にある外国人専用のホテルというか簡

易宿を撮影している鷲尾和彦さんです。

■鳥原：被写体は外国人なんですが、彼らが「異文化」の象

徴という感じもせずにすごく自然に写っている。この人た

ちは一時滞在者なんだけど、東京という都市が、さらりと

普通に受け入れている感じがします。それはとても現代的

な感覚だと思います。 

■土田：彼らの姿からはあまり情報が読めないんです。日

本人だと学生なのか、遊びに来ているのか、エリートなのかっ

て大体わかるんですけど。“不明”性みたいなものがこの写

真の魅力なんだと思う。むしろ我々の異文化に対する盲目

性とか、学習能力の低さみたいなものが写真を面白く見せ

ているという気がする。それと、背景としての日本をもう

少し入れ込んだらいいと思う。これだと、相手のキャラクター、
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個性からはみ出してないような感じがします。

■大迫：外国のアパートの一室にしか見えなくて、もっと

日本にいるという状況説明的な要素があってもいいかなと

思う。それと被写体が外国人というせいもあるけど、一枚

一枚人が随分ちゃんと撮れている。

■土田：フォトジェニックなんですよね。外国人はやっぱ

り写真になってしまう。その視線で我々は読んでしまうと

いうこともあって、もう少し引いて撮って欲しい。

■小林：でも全体のこの気だるい、危うい雰囲気が、なんと

もあやしい空間に迷い込んできた感じで僕は好きですね。

■元田：たしかに映画を見てるみたいに引き込まれますね。

細かい絵作りはしてると思うけど、そういうの含めてドキュ

メンタリーなのかなという気はする。実際にこういう人た

ちがいて、撮った人がこの場所にいて、ちゃんとシャッター

押してるわけだからいいかなとは思うけど。

■大迫：それにし

ても、こういう所

があるんですね。

人種もバラバラで、

どんな人たちなの

か、どうしてここ

にいるのか……。

フランスとかポーランドとかのヨーロッパ映画みたい。

■元田：あんまり引くと、それがばれちゃうというか、この

雰囲気が崩れちゃうのかな。背景に何とか銀行のカレンダー

が写っていたりすると急に興ざめしたりするんじゃないで

すかね。意図して不明性を出しているのかもしれませんね。

●都市生活者の孤独な視点

佐藤祐介「伝うだけの世界」

■司会：続いてチラシ配布のアルバイトをしながら写真を撮っ

ている佐藤祐介さん。

■小林：たいがいのマンションは立ち入り禁止とか、ポス

トに投函禁止って書いてあるんですけど、そんな中を日々

何千軒も配布していくという孤独なポストマン。その視点

で撮ったというのがいい。そこからでないと見えてこない

視点や風景が確かにあるなと感じて新鮮でしたね。

■元田：確かに写真を撮ろうと思って撮ってないというか、

撮ろうと思うと撮れない写真。それと、怖いくらいのしつ

こさとか、接点がないというか、いろんな場所に行ってる

のに誰とも出会ってない感じの孤独感がいい。

■鳥原：撮影者自身の写真が時々出てくるけど、その自意識っ

てなんだろうと思いますね。中上健次の『１９歳の地図』で

も新聞配達の少年がいろんないたずらをしますが、都市生

活者の孤独というものは、セルフポートレートを撮らせる

ように自意識を駆り立てさせるのかな。

■小林：社会を肯定しているのか否定しているのか。不思

議な視点が面白いですけどね。

■土田：都市の写真として散漫なくらいいろんなものが写っ

ているけど、「ポスティング」というとても時代的な言葉で

くくることでうまく成立している。それと、ポスティング

の作業の中で見えてくる「私と他人」「私と公」というギリ

ギリのところ、私権と公権の境界が差し迫っているところ

が他の写真と違う。見せ方も、情報量を多くして１枚の台

紙に６枚ずつ写真を貼

り込んでいて効果的だっ

たと思います。バラバラ

で１００枚で見せられ

てもそれほど彼のポス

ティングしていく身体

作業が見えなかったでしょうね。

■大迫：一点一点の写真が、どこまでのエネルギーがある

のかわからないけど、でも彼がいつも敵対してる言葉を見

ながら活動してるのも面白いですね。

■土田：彼の仕事なんでしょうけど自分の表現のために地

域を選んでいるってことはないのかな。もしくはポスティ

ングを装いながら街を歩いているのかもしれない。擬似的

な行為をいろんな都市で行っている可能性もあるんじゃな

いかと思います。

●大家族という共同体

鈴木慎之介「新盆（あらぼん）」

■司会：おばあさんの新盆で、福島県二本松に親戚が集まっ

た時の写真を撮った鈴木慎之介さんです。

■土田：お祭りやいろんな形で田舎の家や村の共同体とい

うのは表現されるわけですけど、非常に私的な行事を通し

て見事に描いていると思います。すごい人数が集まってい

ますけど、特に家族意識の強い一家だったのかもしれませ

んね。

■鳥原：僕はこうした作品を「私的」だとは見られないんで

すよ。核家族以前の大家族というのはひとつの社会というか、

共同体みたいなものを感じます。新盆というその共同体の

儀礼を通して撮影者は自分の役割や立場とかを意識してい

るのではないかと思うんです。

■小林：さすがにここまで人数は集まらないですけど、僕

の田舎も同じで、お盆に帰るとこんな感じです。写真を撮

る人ってほとんど東京

にいて都市の写真ばか

りなんですけど、この感

じは日常的で、僕にとっ

ては逆にありふれた風

景。そんなに新鮮ではな

くて、逆に知ってる世界でしたね。

■土田：さらっと撮れてるよね。家とかちゃぶ台とか入っ

てくると、もうちょっとコテコテの表現になってくるんだ

けどこれは違う。

■大迫：ドキュメンタリーの表現の中で、こういった作品

が不可欠な気がします。もう一作品残っていた田舎のお祭
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りの写真とどちらか残したいなと思っていて、こっちの方

が生活が写っていていいですね。

■元田：写真学校で教えていて、こういった田舎に帰って

撮るというのは多いですね。この作品はそんな中では結構

ドライ。意外と撮った人が写真に写りこんでこないというか。

自分の主張がなくてさらっと撮ってるのがいいところ。

■土田：記念写真の人数がすごく多いですけど、５、６人だと、

それこそ『ひとつぼ展』的なものになって、非常に私的なメ

ンタリティというところにとどまるんだけど、これだけ人

がいるとある種の「私」を超えて社会的なものになってま

すよね。

■元田：ただ、ポートレートは子供だけで、他の人のポートレー

トがないんですよね。それには違和感がある。

■土田：子供と男性は写ってるんだけど、あまり女性が写っ

てないですね。家はやっぱり女性だから、嫁とか娘とか“「女

性」性”がほしい。女性のどーんとした存在感が写ってると

いいんじゃないでしょうか。

●ファッション写真的アプローチ

山西英二「アメリカ ＩＮ ＪＡＰＡＮ」

■司会：では最後に米軍基地で撮影した山西英二さんの写

真です。

■鳥原：彼は子供の頃に基地の開放日に親に連れて行かれて、

アメリカのファッションや音楽とかの文化の影響を受けて

いたそうです。彼だけでなく、戦後に生まれ育った私たち

は意図的に進んでアメリカナイズドされていったというと

ころがある。そして今、アメリカと日本はこういう親和性

のある共存の仕方をしている。写真からそういう二国の関

係の典型が見えてくると思います。

■小林：選考の中で、ファッション写真っぽいという議論

がありましたけど、それでいいのでは。若い世代には基地

を問題視してそこを撮っていくよりは、こういう写真を入

り口に考えていくという方法も

あるんじゃないかと。迷彩服も、

今はファッションに取り込まれ

て て よ く 見 か け る し 、基 地 と 社

会との接点を結ぶ上で面白いな

と思いました。

■土田：ドキュメンタリーといっ

て も 、た だ ル ポ ル タ ー ジ ュ 的 表

現をしても今やほとんど説得力を持たない。デモの写真な

んか撮っても始まらないわけです。そういう意味で、例え

ばファッション写真的な形でアプローチする方法というの

は面白い。ただ、作業の質を考えると少し安直過ぎないだ

ろうか。単純に、祭りへ行ってものめずらしいものを撮っ

てしまっただけではないか。少なくとも政治性を考えるんだっ

たら、踊ってる日本人の女性たちや、桜の樹の下の外国人

とか、こういうことを意識化しながら撮っていくとよくな

ると思うんですけど。

■元田：僕は、ファッションならファッションでもいいん

ですけど、例えば外国人をパンダを撮るみたいに撮ってる

よ う な 気 が し て

……。基地の外観

や 戦 闘 機 は あ ん

まり撮らずに、人

間 ば か り こ う い

う ふ う に 撮 っ て

て、人を自分の被

写 体 と し て ち ゃ

んと見てないように感じてしまう。

■大迫：たしかに違和感を持って対象を見てないと思うん

ですよね。これだけ遠くまでビルが建ってない敷地って普

通はありえないんだけど、米軍基地っていう不思議な空間

を意識してとらえてる感じは全くないし。もうちょっと広

い視点を持ってればいいと思う。

■司会：そうですね。今年は以上の５名です。展覧会を前に、

それぞれが選考員のみなさんと対談をしていきます。対談

の中でまた作者の意図するところを明らかにしていきたい

と思います。展示も是非お楽しみに。ありがとうございま

した。


